
(57)【要約】

【課題】内視鏡の挿入技術のみならず、内視鏡を使用し

た治療技術の習得、及び向上を図ることができる内視鏡

用トレーニング装置を提供する。

【解決手段】擬似臓器を有する内視鏡トレーニング装置

において、前記擬似臓器は、その形成する２つ以上の形

成層３０、３１で構成したことを特徴とし、また、複数

層で構成される擬似臓器を有する内視鏡用トレーニング

装置において、前記擬似臓器の形成層は、その内側の層

３０よりも外側の層３１を硬い材質で構成したことを特

徴とする。

【選択図】　図１８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、
前 記 擬 似 臓 器 は 、 そ の 形 成 層 を ２ つ 以 上 の 層 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ト レ ー
ニ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 層 で 構 成 さ れ る 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、
前 記 擬 似 臓 器 の 形 成 層 は 、 そ の 内 側 の 層 よ り も 外 側 の 層 を 硬 い 材 質 で 構 成 し た こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
複 数 層 で 構 成 さ れ る 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、
前 記 擬 似 臓 器 の 形 成 層 は 、 そ の 内 側 の 層 の 材 質 を 外 側 の 層 の 材 質 よ り 熱 伝 導 性 の 高 い 材 質
で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 、 詳 し く は 、 内 視 鏡 を 使 用 し た 治 療 技 術 を 習 得 す る
こ と が で き る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の よ う に 、 一 般 に 人 体 内 の 大 腸 は 、 内 視 鏡 検 査 を 行 う こ と の で き る 他 の 臓 器 に 比 べ て
形 状 が 複 雑 で あ る た め 、 こ の 大 腸 に 内 視 鏡 を 挿 入 す る に は 高 度 な 技 術 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 特 開 平 １ ０ － ２ １ １ １ ６ ０ 号 公 報 に は 、 大 腸 用 内 視 鏡 の 挿 入 技 術 を 習 得 す る た め
に 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る こ と が で き 、 か つ 複 数 種 類 の 患 者 の 大 腸 の 状 態 を 再 現 す る 手 段 を 設
け た 擬 似 大 腸 臓 器 （ 人 体 内 の 大 腸 モ デ ル ） を 有 す る 、 大 腸 用 内 視 鏡 の 挿 入 練 習 装 置 が 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 近 年 、 内 視 鏡 下 に お い て は 、 粘 膜 内 に 存 在 す る が ん 細 胞 直 下 の 粘 膜 下 層 に 局 注
液 を 注 入 し て 粘 膜 を 剥 離 し た 後 、 が ん 細 胞 を 含 ん だ 粘 膜 の み を 切 除 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除
術 や 、 ポ リ ー プ を 高 周 波 ス ネ ア で 切 除 す る ポ リ ペ ク ト ミ ー な ど の 内 視 鏡 的 治 療 が 行 わ れ て
お り 、 内 視 鏡 の 医 療 に お け る 役 割 も 診 断 か ら 治 療 へ と 様 変 わ り し て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 上 記 特 開 平 １ ０ － ２ １ １ １ ６ ０ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 発 明 、 並 び に 従 来
種 々 提 案 さ れ て い る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 は 、 す べ て 、 内 視 鏡 の 挿 入 技 術 の 習 得 を 目
的 と し た も の で あ り 、 内 視 鏡 的 治 療 、 お よ び 処 置 の 習 得 を 目 的 と し た も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 の 挿 入 技 術 の み な ら ず 、
内 視 鏡 を 使 用 し た 治 療 、 処 置 技 術 の 習 得 、 及 び 向 上 を 図 る こ と が で き る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ
ン グ 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 、 及 び 作 用 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 は 、 擬 似 臓 器 を 有 す る
内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 擬 似 臓 器 は 、 そ の 形 成 層 を ２ つ 以 上 の 層 で 構 成
し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 は 、 複 数 層 で 構 成 さ れ る 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ
ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 擬 似 臓 器 の 形 成 層 は 、 そ の 内 側 の 層 よ り も 外 側 の 層 を 硬 い 材
質 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 は 、 複 数 層 で 構 成 さ れ る 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト
レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 擬 似 臓 器 の 形 成 層 は 、 そ の 内 側 の 層 の 材 質 を 外 側 の 層 の 材
質 よ り 熱 伝 導 性 の 高 い 材 質 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
先 ず 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る に 先 立 ち 、 本 発 明 の 適 用 さ れ る 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視
鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 の 概 略 を 説 明 す る 。 な お 、 前 記 擬 似 臓 器 は 、 人 体 内 の 大 腸 の 臓 器 を
例 に 挙 げ 、 前 記 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 は 、 胃 臓 器 か ら 前 記 大 腸 臓 器 ま で の 各 臓 器 を 内
蔵 す る 擬 似 胴 体 か ら な る 人 体 モ デ ル で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 を 左 斜 め 上 方 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 、 図 ２ （ ａ ）
（ ｂ ） お よ び 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 固 定 台 に 対 し て 水 平 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 擬
似 胴 体 の 回 動 軸 の 保 持 機 構 の 拡 大 断 面 図 お よ び 正 面 図 、 図 ４ は 、 第 ２ の 回 動 軸 が 擬 似 胴 体
の 回 動 中 心 軸 か ら 外 れ た 位 置 に 固 設 さ れ る こ と を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 １ は 、 そ の 内 部 に 擬 似 臓 器 を 有 す る
擬 似 胴 体 ２ と 、 固 定 台 ３ と 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 一 対 の 回 動 軸 ４ と 、 前 記 固 定 台 ３ の 長 手 方
向 両 端 部 の 中 央 に 起 立 し 、 前 記 回 動 軸 ４ を そ れ ぞ れ 軸 支 す る 一 対 の 支 柱 ５ と 、 前 記 擬 似 胴
体 ２ の 、 人 体 下 方 側 に 相 当 す る 一 端 面 に 穿 設 さ れ 、 内 視 鏡 挿 入 口 と な る 開 口 部 か ら な る 擬
似 肛 門 １ ７ と 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 上 面 に 開 閉 自 在 に 配 設 さ れ た 腹 部 カ バ ー １ ３ と で 、 そ の
主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ は 、 図 １ に お い て 左 方 側 が 人 体 上 方 側 、 右 方 側 が 人 体 下 方 側 に そ れ
ぞ れ 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 一 対 の 回 動 軸 ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 擬 似 胴 体 ２ の 中 心 軸 線 上 に 配 設 さ れ 、 そ の 一
端 が そ れ ぞ れ 前 記 支 柱 ５ に 穿 設 さ れ た 後 述 す る 軸 受 け 部 ４ ０ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ 、 他 端
は 、 人 体 上 方 側 の 端 面 に お い て は 、 そ の 端 面 中 央 に 固 定 さ れ 、 人 体 下 方 側 に お い て は 、 図
１ 、 ４ に 示 す よ う に 前 記 擬 似 肛 門 １ ７ を 挟 む よ う に し て 両 端 部 が 端 面 に 固 定 さ れ た コ の 字
型 形 状 を な す 第 ２ の 回 動 軸 ２ ９ に 連 結 さ れ る 。 つ ま り 、 こ の 回 動 軸 ２ ９ は 前 記 擬 似 胴 体 ２
の 肛 門 側 の 面 に 、 コ の 字 型 の 両 端 部 が 前 記 回 動 軸 ４ の 回 動 中 心 と 同 じ 高 さ の 任 意 の 位 置 に
固 定 さ れ 、 連 結 軸 部 の 中 央 に 回 動 軸 ４ の 他 端 が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ は 、 前 記 一 対 の 支 柱 ５ に 軸 支 さ れ た 前 記 回 動 軸 ４ 、 並 び に 前
記 第 ２ の 回 動 軸 ２ ９ に よ り 固 定 台 ３ に 対 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 前 記 ト レ ー ニ ン
グ 装 置 は 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ を 胴 回 り 方 向 に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 機 構 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ を 所 定 の 回 転 角 度 毎 に 静 止 さ せ て 保 持 す る 保 持 機 構 部 を 図 ２ （ ａ ）
（ ｂ ） 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） を 用 い て 説 明 す る 。
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 回 動 軸 ４ の 支 柱 ５ に 軸 支 さ れ て い る 部 分 に は 、 内 部 に 埋 設
さ れ た ク リ ッ ク バ ネ ６ と 、 こ の バ ネ ６ に 付 勢 さ れ て 外 方 に 突 出 す る 半 球 状 の 突 出 部 ７ を 有
す る ク リ ッ ク ス ト ッ プ 機 構 が 設 け ら れ て お り 、 ま た 、 前 記 支 柱 ５ に 設 け ら れ た 円 形 状 の 軸
受 け 部 ４ ０ に は 、 そ れ ぞ れ が 対 向 す る 位 置 に ９ ０ 度 の 間 隔 で 半 球 状 に 外 方 に 突 出 し た ４ つ
の 切 欠 き 部 ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 保 持 機 構 部 に よ り 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に ９ ０ 度 ご
と の 回 転 が 前 記 ク リ ッ ク バ ネ ６ の 付 勢 に よ り 、 ク リ ッ ク 感 を 持 た せ な が ら 切 欠 き 部 ８ で そ
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れ ぞ れ の 角 度 に 静 止 保 持 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 実 際 の 内 視 鏡 検 査 で お こ な わ れ る
側 臥 位 や 仰 臥 位 な ど の 体 位 変 換 を 再 現 す る と と も に 、 保 持 さ れ た 状 態 に お い て は 、 前 記 突
出 部 ７ が 前 記 切 り 欠 き 部 ８ に 係 合 し て い る の で 、 安 定 し て 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ を 実 施 で
き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 前 記 支 柱 ５ に 穿 設 さ れ た 前 記 軸 受 け 部 ４ ０ の 前 記 切 欠 き 部 ８ は 、 ９ ０ 度 毎 に ４ つ 設
け た が 、 こ れ は 更 に 切 欠 き 部 ８ を 増 や し 、 様 々 な 角 度 の 体 位 を 再 現 で き る よ う に し て も 良
い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 肛 門 側 の 端 面 に 固 設 さ れ て い る 前 記 第 ２ の 回 動 軸 ２ ９ は 、 二 股 の
コ の 字 型 を 有 し て い る 。 こ れ は 、 内 視 鏡 を 前 記 擬 似 胴 体 ２ に 挿 入 し な が ら ト レ ー ニ ン グ し
て い る 場 合 に 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ８ を 保 持 し て い る 術 者 の 手 と 回 動 軸 ４ が 干 渉 す る こ と が な
い よ う に 工 夫 が 施 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 術 者 の 手 と 前 記 回 動 軸 ４ が 干 渉 し な い 手 段 と し て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 第
２ の 回 動 軸 ２ ９ の ２ 軸 を 結 ぶ ラ イ ン と 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 水 平 面 と の な す 角 度 を θ 角 ず ら し
て 、 よ り 干 渉 を 避 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 肛 門 側 の 面 に 固 設 す る 上 記 第 ２ の 回 動 軸 ２ ９ は 、 二 股 の コ の 字 型
に 形 成 さ れ た も の を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 術 者 の 手 と 回 動 軸 が 干 渉 し な い よ う に 、 回
動 中 心 か ら ず ら し た 位 置 で 、 前 記 回 動 軸 ４ の 回 動 中 心 と 同 じ 高 さ の 位 置 で あ れ ば 、 １ つ の
軸 で 固 設 し て も 良 い こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 内 部 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 図 ５ は 、 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装
置 に お け る 擬 似 胴 体 の 上 面 図 、 図 ６ は 、 図 ５ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ ´ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ 、 並 び に 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 内 部 に は 、 弾 性 体 か ら な る 大 腸 臓 器 モ
デ ル ９ が 配 設 さ れ て お り 、 ま た 、 実 際 の 人 体 と 同 様 に 、 周 囲 が 弾 性 体 か ら な る 胃 臓 器 モ デ
ル １ ０ 、 小 腸 臓 器 モ デ ル １ １ や 膵 臓 臓 器 モ デ ル １ ２ が 実 際 の 人 体 と 同 様 に 前 記 大 腸 臓 器 モ
デ ル ９ の 一 部 を 圧 迫 し な が ら 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 前 述 し た よ う に 、 弾 性 体 か ら な る 前 記 腹 部 カ バ ー １ ３ が 前 記 擬 似 胴 体 ２ に 対 し て
開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 腹 部 カ バ ー １ ３ も 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ に 固 定 し た 状 態
（ 腹 部 カ バ ー 閉 状 態 ） に お い て は 、 実 際 の 人 体 と 同 様 に 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 一 部 を 圧
迫 す る 構 造 と な っ て い る 。 こ の と き 、 前 記 腹 部 カ バ ー １ ３ と 前 記 擬 似 胴 体 ２ は そ れ ぞ れ に
設 け ら れ た マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） １ ４ に よ っ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 前 記 腹 部 カ バ ー １ ３ は 、 多 種 多 様 な 患 者 の 腹 部 の 状 態 を 再 現 す る た め に 、 図 ７ に 示
す よ う に 、 該 腹 部 カ バ ー １ ３ を 袋 状 に 構 成 し 、 空 気 な ど の 排 出 や 注 入 に よ っ て 痩 身 や 肥 満
の 患 者 の 状 態 を 再 現 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 構 成 す る と 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ に 対 し て の 、 他 の 臓 器 モ デ ル や 腹 部 カ バ ー
に よ る 外 的 圧 迫 に よ り 、 空 気 が 先 端 に 進 み に く く な り 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 で 内 視 鏡
か ら の 送 気 を 行 っ て も 、 空 気 は す ぐ に 盲 腸 に 到 達 せ ず 、 実 際 の 大 腸 内 視 鏡 の 挿 入 時 の 環 境
を 再 現 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 空 気 が 先 端 に 進 み に く く す る 手 段 と し て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ
ル ９ 内 に 突 起 状 の 襞 部 １ ５ を 交 互 に 突 出 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 上 記 大 腸 臓 器 モ デ ル の 内 部 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
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図 ９ は 、 大 腸 用 内 視 鏡 ト レ ー ニ ン グ 装 置 の 内 視 鏡 が 挿 入 さ れ た 状 態 に お け る 肛 門 括 約 筋 モ
デ ル の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 １ ０ は 、 図 ９ の 肛 門 括 約 筋 モ デ ル が 擬 似 胴 体 に 対 し て 着 脱 自 在
で あ る こ と を 示 し た 擬 似 胴 体 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 前 記 擬 似 肛 門 １ ７ は 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 外 部 開 口 と 、 肛 門 括 約
筋 モ デ ル １ ６ と 、 気 密 リ ン グ 部 １ ９ と 、 ボ ッ ク ス 部 ２ ０ か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 大 腸 臓
器 モ デ ル ９ は 、 肛 門 側 端 面 を 除 い て は 、 気 密 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ は 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 下 方 側 の 端 面 に 設 け ら れ た 前 記 擬 似 肛 門 １ ７ に 、 弾 性 体 か ら な
る 前 記 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ が 配 設 さ れ 、 こ の 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ の 中 央 に 穿 設 さ れ た
開 口 １ ６ ａ に 前 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ ８ を 挿 入 し た 状 態 に お い て は 、 前 記 開 口 １ ６ ａ の 内 径
が 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 １ ８ の 外 径 よ り も 小 さ く 設 定 さ れ て い る の で 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９
内 は 気 密 が 確 保 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 構 造 に よ り 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 内 視 鏡 挿 入 部 を 挿 入 し て い る 状 態 に お い て 、
内 視 鏡 か ら 送 気 し て も 空 気 は 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 外 に リ ー ク す る こ と な く 前 記 大 腸 臓 器 モ デ
ル ９ 内 に 送 る こ と が 出 来 、 実 際 の 内 視 鏡 挿 入 状 態 と 同 等 の 環 境 を 提 供 で き る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 前 記 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ に 穿 設 さ れ た 前 記 開 口 １ ６ ａ は 、 内 径 方 向 に 進 む に し
た が い 薄 肉 と な っ て お り 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 空 気 が 充 満 し す ぎ た 場 合 に は 、 臓 器
外 に 空 気 が リ ー ク す る 構 造 と な っ て い る た め 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 空 気 が 過 剰 に 充
満 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 大 腸 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 外 径 は 、 内 視 鏡 の 機 種 に よ っ て 異 な る た め 、 前 記 肛 門 括 約 筋
モ デ ル １ ６ に 穿 設 さ れ た 前 記 開 口 １ ６ ａ の 内 径 と 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 １ ８ の 外 径 の 最 適 な
関 係 を 維 持 す る た め に 、 前 記 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 前 記 擬 似 胴 体
２ に 対 し て 交 換 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
即 ち 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ に 対 し て 着 脱 自 在 な 前 記 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ は 、 そ の 擬 似 胴 体 ２
側 に 、 前 記 開 口 １ ６ ａ の 外 周 に 弾 性 体 か ら な る 前 記 気 密 リ ン グ 部 １ ９ が 突 設 し て お り 、 前
記 擬 似 肛 門 １ ７ の 周 り に 設 け ら れ た 前 記 ボ ッ ク ス 部 ２ ０ に 肛 門 括 約 筋 モ デ ル １ ６ を 収 納 し
た と き に は 、 こ の 気 密 リ ン グ 部 １ ９ が 圧 迫 さ れ て 内 視 鏡 を 挿 入 し た 際 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ
ル ９ 内 の 気 密 を 確 保 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ １ は 、 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 の 大 腸 臓 器 モ デ ル に 長 さ の 長 い Ｓ 字 状 結 腸 部
モ デ ル を 装 着 し た 図 、 図 １ ２ は 、 大 腸 臓 器 モ デ ル に 長 さ の 短 い Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル を 装 着
し た 図 、 図 １ ３ は 、 大 腸 臓 器 モ デ ル と Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル と の 嵌 合 方 法 を 示 し た 図 、 図 １
４ は 、 大 腸 臓 器 モ デ ル と Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル と の 嵌 合 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
大 腸 用 内 視 鏡 の 挿 入 は 、 一 般 に Ｓ 字 状 結 腸 部 が 困 難 で あ る と 言 わ れ て お り 、 こ の 状 態 を 実
現 す る た め に 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ で は 、 Ｓ 字 状 結 腸 部 の み を 他 の 部 位 よ り も 肉 厚 を 薄
く す る な ど し て 柔 ら か く し て い る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 挿 入 時 に は Ｓ 字 状 結 腸 部 が 伸 展 し
や す く な り 、 挿 入 困 難 性 を 実 現 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 上 記 Ｓ 字 状 結 腸 部 は 人 種 に よ っ て も 異 な っ て お り 、 一 般 的 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に
日 本 人 は 長 く 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 欧 米 人 は 短 い と 言 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
前 記 大 腸 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 １ で は 、 様 々 な Ｓ 字 状 結 腸 部 の 状 態 を 実 現 可 能 と す る
た め 弾 性 体 か ら な る 前 記 Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル ２ １ を 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ に 対 し て 着 脱 自
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在 な 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ ３ に 示 す よ う に 、 前 記 Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル ２ １ が 取 り 付 け ら れ る 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル
９ の 端 部 外 周 に は 弾 性 体 か ら な る 気 密 凸 部 ２ ２ が 突 設 さ れ て お り 、 こ れ に 相 対 し て 前 記 Ｓ
字 状 結 腸 部 モ デ ル ２ １ に は 、 同 じ く 弾 性 体 か ら な る 気 密 溝 部 ２ ３ が 突 設 さ れ て お り 、 前 記
大 腸 臓 器 モ デ ル ９ に 前 記 Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル ２ １ を 取 り 付 け る 場 合 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う
に 前 記 気 密 凸 部 ２ ２ と 前 記 気 密 溝 部 ２ ３ を 互 い に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 両 者 は 密 着 し な
が ら 係 止 す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ と 前 記 Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル ２ １ は
着 脱 自 在 で あ り な が ら 気 密 を 確 保 で き る よ う に 結 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ５ は 、 前 記 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、 大 腸 内 の 体 液 の 吸 引 を 体 験 す
る 方 法 を 示 し た 図 で あ り 、 図 １ ６ は 、 大 腸 の 癒 着 を 再 現 す る 方 法 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ５ に 示 す よ う に 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 腸 壁 に は 全 長 に わ た っ て 数 箇 所 に 厚 肉 な 注
入 部 ２ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 注 入 部 ２ ４ に 注 射 器 ２ ５ の 針 部 ２ ６ を 貫 通 さ せ て 前 記 大
腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 液 体 を 留 置 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 挿 入 時 の 体 液 の 吸 引 を 体 験 す る こ
と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 注 入 部 ２ ４ は 厚 肉 か つ 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９
と 一 体 な 弾 性 体 で 構 成 さ れ て お り 、 前 記 注 射 器 ２ ５ の 前 記 針 部 ２ ６ を 抜 去 し た 後 も 自 ら の
弾 力 で 貫 通 孔 を 閉 塞 す る こ と が で き 、 気 密 を 維 持 す る こ と が で き る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 大 腸 用 内 視 鏡 は 、 挿 入 が 困 難 と な る 原 因 に 、 開 腹 手 術 後 に 大 腸 と 他 臓 器 と の 癒 着 に
よ っ て 大 腸 の コ ン ト ロ ー ル が 効 き 難 く な る こ と が あ る 。 そ こ で 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 前 記
大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 １ で は 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 外 壁 に 全 長 に わ た っ て
数 箇 所 に 係 止 リ ン グ 部 ２ ７ を 突 設 す る 一 方 、 前 記 擬 似 胴 体 ２ の 内 面 や 前 記 小 腸 臓 器 モ デ ル
１ １ を は じ め と す る 他 臓 器 モ デ ル の 外 壁 に も 数 個 の 係 止 リ ン グ 部 ２ ７ を 設 け 、 任 意 の 位 置
で 前 記 係 止 リ ン グ 部 ２ ７ 同 士 を フ ッ ク ２ ８ に 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 癒 着 を 再 現 で き る
構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 適 用 さ れ る 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て は 、 よ り 実
際 の 大 腸 に 内 視 鏡 を 挿 入 す る と き と 同 じ 状 態 に 近 づ け る た め の 様 々 な 工 夫 が さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、 内 視 鏡 的 治 療 の
ト レ ー ニ ン グ が で き る 大 腸 臓 器 モ デ ル の 構 成 を 説 明 す る 。
図 １ ７ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お け る 大 腸 臓 器 モ デ
ル の 壁 構 造 を 示 し た 縦 断 面 図 、 図 １ ８ は 、 図 １ ７ の 大 腸 臓 器 モ デ ル に 注 射 針 を 使 用 し て 局
注 液 を 注 入 す る 状 態 を 示 し た 縦 断 面 図 、 図 １ ９ は 、 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 し て 内 壁 部 の 膨 張
部 を 切 除 し て い る 状 態 を 示 し た 縦 断 面 図 、 図 ２ ０ は 、 ポ リ ー プ 部 を 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 し
て 切 除 し て い る 状 態 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 １ ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 形 成 壁 部 が 、 内 側 か ら
外 側 に 向 か っ て 内 壁 部 ３ ０ と 外 壁 部 ３ １ の い ず れ も 弾 性 体 の ２ 層 で 構 成 さ れ て お り 、 前 記
内 壁 部 ３ ０ と 前 記 外 壁 部 ３ １ と は 重 合 さ れ て 弾 性 接 着 剤 ３ ２ で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ こ で 、 内 壁 部 ３ ０ と 外 壁 部 ３ １ の 特 徴 に つ い て 述 べ る と 、 前 記 内 壁 部 ３ ０ の 材 質 は 、 前
記 外 壁 部 ３ １ の 材 質 よ り も 柔 ら か く 、 熱 伝 導 性 の 高 い 材 質 で 構 成 さ れ て お り 、 前 記 外 壁 部
３ １ の 材 質 は 、 前 記 内 壁 部 ３ ０ よ り も 硬 く 、 絶 縁 体 の 材 質 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に 、 内 視 鏡 的 処 置 を ト レ ー ニ ン グ す る 場 合 を 説 明 す る 。
ま ず 、 内 視 鏡 挿 入 部 を 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 挿 入 し た 状 態 で 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 用 チ
ャ ン ネ ル を 経 由 し て 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 注 射 針 ３ ３ の 針 部 ３ ４ を 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端
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か ら 延 出 さ せ 、 内 壁 部 ３ ０ を 挿 通 し て 弾 性 接 着 部 ３ ２ に 局 注 液 を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の 時 、 外 壁 部 ３ １ は 前 述 し た よ う に 硬 質 の 材 質 で 構 成 さ れ て い る た め 、 前 記 ２ 層 の 形 成
層 に 前 記 針 部 ３ ４ を 穿 刺 し て も 針 部 ３ ４ は 外 壁 部 ３ １ に 突 き 当 た り 弾 性 接 着 部 ３ ２ に 局 注
液 を 注 入 す る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
一 方 、 内 壁 部 ３ ０ は 前 述 し た よ う に 軟 性 の 材 質 で 構 成 さ れ て い る た め 、 弾 性 接 着 部 ３ ２ に
局 注 液 が 注 入 さ れ た 場 合 は 、 前 記 内 壁 部 ３ ０ が 膨 出 し 、 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ 内 に 隆 起 部
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
続 い て 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 用 チ ャ ン ネ ル を 経 由 し て 高 周 波 ス ネ ア ３
５ を 挿 入 部 の 先 端 か ら 延 出 さ せ 、 前 記 内 壁 部 ３ ０ の 膨 出 し た 隆 起 部 に 高 周 波 ス ネ ア ３ ５ の
ス ネ ア 部 ３ ６ を 係 止 さ せ 、 こ の 状 態 で 高 周 波 電 流 を 流 し な が ら 前 記 隆 起 部 を 緊 縛 し て 切 除
す る 。 こ の 時 、 前 記 外 壁 部 ３ １ は 絶 縁 体 で 構 成 さ れ て お り 、 高 周 波 電 流 は 熱 伝 導 性 の 高 い
内 壁 部 ３ ０ に 集 中 す る た め 、 前 記 外 壁 部 ３ １ に 損 傷 を 与 え る こ と な く 効 率 的 に 内 壁 部 ３ ０
の 隆 起 部 を 切 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の よ う に 前 記 大 腸 臓 器 モ デ ル ９ の 形 成 層 を ２ 層 に 構 成 す れ ば 、 粘 膜 内 に 存 在 す る が ん 細
胞 直 下 の 粘 膜 下 層 に 局 注 液 を 注 入 し て 粘 膜 を 剥 離 し た 後 、 が ん 細 胞 を 含 ん だ 粘 膜 の み を 切
除 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 を 疑 似 体 験 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 治 療 の 技 術 力 向 上 の た め の
ト レ ー ニ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 前 記 内 壁 部 ３ ０ に 有 茎 性 の ポ リ ー プ 部 ３ ７ を 設 け れ ば 、 内 視
鏡 的 高 周 波 ス ネ ア ３ ５ を 使 用 し て ポ リ ー プ を 切 除 す る 、 所 謂 ポ リ ペ ク ト ミ ー を ト レ ー ニ ン
グ す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 前 記 外 壁 部 ３ １ は 絶 縁 体 で 構 成 さ れ て お り 、 高 周 波 電 流
は 熱 伝 導 性 の 高 い 前 記 内 壁 部 ３ ０ に 集 中 す る の で 、 前 記 外 壁 部 ３ １ に 損 傷 を 与 え る こ と な
く 、 効 率 的 に 前 記 ポ リ ー プ 部 ３ ７ を 切 除 す る ト レ ー ニ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 大 腸 臓 器 モ デ ル を 対 象 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 治 療 を 目
的 と し た 胃 ・ 十 二 指 腸 な ど の 他 の 臓 器 モ デ ル に 適 用 し て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た 如 き 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。 即 ち
、
（ １ ） 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、
前 記 擬 似 臓 器 は 、 そ の 形 成 層 を ２ つ 以 上 の 形 成 層 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ト
レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ２ ） 上 記 ２ つ 以 上 の 形 成 層 は 、 内 側 の 層 よ り も 外 側 の 層 を 硬 い 材 質 で 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る 付 記 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ３ ） 上 記 内 側 の 層 は 、 そ の 層 を 構 成 す る 材 質 が 外 側 の 層 を 構 成 す る 材 質 よ り 熱 伝 導 性 の
高 い 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ４ ） 上 記 外 側 の 層 は 、 そ の 層 を 構 成 す る 材 質 が 絶 縁 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ に
記 載 の 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ５ ） 上 記 内 側 の 層 と 上 記 外 側 の 層 と は 、 弾 性 接 着 剤 で 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記
２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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（ ６ ） 擬 似 臓 器 を 有 す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お い て 、
上 記 擬 似 臓 器 を 収 容 す る 擬 似 胴 体 と 、
上 記 擬 似 胴 体 の 一 端 面 に 開 口 さ れ た 擬 似 肛 門 と 、
上 記 擬 似 胴 体 を 胴 周 り 方 向 に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 機 構 部 と 、
上 記 擬 似 胴 体 を 所 定 の 回 転 角 度 毎 に 静 止 さ せ て 保 持 す る 保 持 機 構 部 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ７ ） 上 記 回 動 機 構 部 は 、 上 記 擬 似 胴 体 の 両 端 面 に 固 設 さ れ る 回 動 軸 を 有 し 、 上 記 擬 似 肛
門 が 開 口 さ れ た 上 記 一 端 面 側 の 回 動 軸 は 、 上 記 擬 似 胴 体 の 回 動 中 心 軸 か ら 外 れ た 位 置 で 上
記 一 端 面 に 固 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 擬 似 臓 器 の 形 成 層 を ２ つ 以 上 の 層 に す る こ と に よ り
、 内 視 鏡 の 挿 入 手 技 の み な ら ず 、 実 際 の 内 視 鏡 治 療 を 擬 似 的 に 体 験 で き 、 か つ 内 視 鏡 ト レ
ー ニ ン グ モ デ ル を 使 用 し て 内 視 鏡 的 治 療 技 術 の 習 得 、 お よ び 向 上 を 図 る こ と が で き る 内 視
鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 を 左 斜 め 上 方 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 、
【 図 ２ 】 擬 似 胴 体 の 回 動 機 構 部 お よ び 保 持 機 構 部 の 拡 大 断 面 図 と 正 面 図 、
【 図 ３ 】 擬 似 胴 体 の 回 動 機 構 部 お よ び 保 持 機 構 部 の 動 作 を 示 す 拡 大 断 面 図 と 正 面 図 、
【 図 ４ 】 第 ２ の 回 動 軸 が 擬 似 胴 体 の 回 動 中 心 軸 か ら 外 れ た 位 置 に 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 要
部 拡 大 斜 視 図 、
【 図 ５ 】 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お け る 擬 似 胴 体 の 腹 部 カ バ ー を 外 し た 状 態 を 示 す 上
面 図 、
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ ´ 線 に 沿 う 断 面 図 、
【 図 ７ 】 腹 部 カ バ ー が 大 腸 擬 似 臓 器 を 圧 迫 し て い る 状 態 を 示 す 要 部 断 面 図 、
【 図 ８ 】 大 腸 擬 似 臓 器 内 に 襞 部 を 配 設 し た 拡 大 断 面 図 、
【 図 ９ 】 大 腸 擬 似 臓 器 の 擬 似 肛 門 に 装 着 さ れ る 肛 門 括 約 筋 モ デ ル の 縦 断 面 図 、
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 肛 門 括 約 筋 モ デ ル が 擬 似 胴 体 の 擬 似 肛 門 に 対 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら
れ る 状 態 を 示 し た 擬 似 胴 体 の 要 部 斜 視 図 、
【 図 １ １ 】 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お け る 大 腸 臓 器 モ デ ル に 長 さ の 長 い Ｓ 字 状
結 腸 部 モ デ ル を 装 着 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 、
【 図 １ ２ 】 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お け る 大 腸 臓 器 モ デ ル に 長 さ の 短 い Ｓ 字 状
結 腸 部 モ デ ル を 装 着 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 、
【 図 １ ３ 】 大 腸 臓 器 モ デ ル と Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル と の 嵌 合 方 法 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 、
【 図 １ ４ 】 大 腸 臓 器 モ デ ル と Ｓ 字 状 結 腸 部 モ デ ル と の 嵌 合 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 、
【 図 １ ５ 】 大 腸 用 内 視 鏡 の ト レ ー ニ ン グ 装 置 に お け る 大 腸 内 の 体 液 の 吸 引 を 再 現 す る 方 法
を 示 し た 要 部 拡 大 断 面 図 、
【 図 １ ６ 】 大 腸 の 癒 着 を 再 現 す る 方 法 を 示 し た 要 部 拡 大 正 面 図 、
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 大 腸 擬 似 臓 器 の 壁 構 造 を 示 し た 拡 大 部 分 縦 断 面 図
、
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ の 大 腸 擬 似 臓 器 の 形 成 層 に 注 射 針 を 使 用 し て 局 注 液 を 注 入 す る 状 態 を 示
し た 拡 大 部 分 縦 断 面 図 、
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 大 腸 擬 似 臓 器 の 形 成 層 の 隆 起 部 に 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 し て 内 壁 部 を 切
除 す る 状 態 を 示 し た 拡 大 部 分 縦 断 面 図 、
【 図 ２ ０ 】 大 腸 擬 似 臓 器 の 形 成 層 に 作 ら れ た ポ リ ー プ 部 を 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 し て 切 除 す
る 状 態 を 示 し た 拡 大 部 分 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 内 視 鏡 用 ト レ ー ニ ン グ 装 置
３ ０ … 内 壁 部 （ 形 成 層 ）
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３ １ … 外 壁 部 （ 形 成 層 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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解决的问题：提供一种内窥镜训练装置，其不仅能够学习内窥镜插入技
术，而且能够掌握并改善使用内窥镜的治疗技术。 在具有伪器官的内窥
镜训练装置中，伪器官由由伪器官形成的两个以上的形成层30、31构
成，并且由多层构成。 在具有上述特征的内窥镜训练装置中，在伪器官
的形成层中，内层30的外侧的层31由硬质材料形成。 [选择图]图18
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